青明舎　フェイスシート

　平成21年2月9日　　担当：三浦　理見

	入　所　者
	氏　名　　庭田　るみ子　様　　　　　男・女　　　　昭和38年　11月　26日生（45歳）

	
	住　所　〒031-0841　　住所　八戸市城下4丁目22-30　さつき荘1号　　　電話　0178-44-8638

	
	病　　名
	アルコール依存症（疑）
	合　併　症
	－

（消化器内科にて検査実施するが異常なし）

	
	発症時期
	　H18年頃より（本人談）
	罹 患 期 間
	平成20年9月24日　初診

※以後通院中断

	
	入院回数
	－
	延べ入院年数
	－

	医療機関
	　日赤病院　精神科・消化器内科
	外来受診日
	　　　　　　　－

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	－
	有・無

	経済状況
	年金
	－

	
	その他
	収入…約10万円/月

	
	借金
	サラ金（青森市ライク）からの借金額…総額70万（利子込）

※現在、保証人の名義でローンを組み本人が月３万円ずつ返済している。

※現在まで13回（39万）の返済を終え、残り約1年間で返済していく予定。

	障害程度区分
	未申請

	日中活動の場
	パート（三光ストア・本八戸駅内清掃）

	住まいの場
	自宅

	利用年月日
	Ｈ20年　9月　30日
	身長
	160㎝ぐらい
	体重
	40㎏ぐらい

	最終学歴
	不明
	免許・資格
	なし

	職　歴
	期　間　　　
	場所・仕事内容
	退職理由・その他
	

	
	H13年頃～現在
	（株）三光　　三光ストア新井田店
	H19年10月までは7Hパートであったが、以降5Hへ短縮。理由については不明。13:00～18:00
	

	
	H19.11～H20.1
	パチンコ店内の清掃
	三光ストアとかけもちでパートを開始。

酒臭指摘され解雇
	

	
	H20.2～H20.4
	風呂屋の清掃
	仕事の覚えが悪いことを理由に解雇
	

	
	H20.9～現在
	本八戸駅内の清掃
	週４回（火・木・土・日）1.5H労働
	

	保　護　者
	氏　　名　　　庭田　真由美　　　　　　　様　　　　　　　続柄　　娘　　（同居　・否）

	利用目的

生活基盤の安定を図る。

	入院・治療歴

	①平成20年9月24日　  　　八戸赤十字病院精神神経科　　　アルコール依存症（疑）

②　　同　日　　　　　　　　八戸赤十字病院消化器内科　　　

	生活歴

八戸市南郷区（旧　南郷村）にて同胞4名の第2子として出生。H1年夫との間に長女を授かり26歳時に結婚。結婚当初、夫は無職であり本人が一家を養っていた。生活や養育の為、夫も仕事を始めるも身体障害を理由に定職には就かず職を転々としていた。金銭的に苦しくなると母を頼り、長女が高校卒業するまでの教育費は全て母が支払いを行っていた様子。H18年頃より経済的不安から精神安定のため飲酒を始めるも、次第に飲酒量が増えるとともに家事全般を行う事が出来なくなり、夫と度々口論となることがあった。夫への不満を解消するため、公園で知り合った男性と付き合いを始めるようになる。交際していた男性から金銭を要求されると断ることが出来ず、自身がサラ金から借金をし男性へ貢いでいた。本人から大金（50万）を受け取ると男性は行方をくらまし、その後音信不通となる。2.3ヶ所の金融機関からの借金が嵩みH19.10月自己破産手続きを実施。しかし、自己破産のためにたてた弁護料（野中法律事務所）を支払う事が出来ず未だ手続きは完了していない様子（詳細不明）。連帯保証人がいたことを理由に70万分の借金については自己破産の対象にならず、連帯保証人へ名義変更し、保証人に本人が毎月返済を行っている。H20.9月上旬に夫と別居。9月下旬には義兄夫婦と夫から離婚を迫られ判を押すが離婚は成立していない様子（詳細不明）。長女は高校卒業後から引きこもり状態となり仕事に就かず、昼夜逆転を繰り返している。H20.8月湊病院受診歴有り、病名不明（知能検査実施している様子。知能の低さを指摘された様子）のままその後通院中断。夫と別居してからは本人のパートで得た収入で生活を行っており、生活困窮状態から追いつめられH20.9.24大量服薬による自殺未遂を図り日赤病院へ救急搬送される。以後もアルコール依存は変わらず悪化を辿っている。

	家族構成

[image: image1.bmp][image: image2.bmp]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【夫】別居中。現在、江陽でアパート単身生活を送っている。時折、長女の面会に行っている。離婚手続きを本人へ促すため連絡を取り合っている。

【長女】H20.12.18湊病院入院（任意）。統合失調症・精神遅滞。現在愛護手帳申請中。知能検査も実施しており、2/19に知能検査実施予定。本人は週1～2回程度面会に足を運んでいる。

【同棲相手】一昨年、偶然飲食店で隣の席に座った事から顔見知りであったが、昨年12月中にデパートで再会してから交流を図るようになる。長女の入院を契機に孤独感を紛らわせるために相手宅へ出入りするようになり、現在では同棲している。母様と二人暮らしであり、統合失調症のため日赤HP通院中。（手帳・年金2級受給中）




	氏　名
	庭田　るみ子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和38年　11月　26日生（45歳）

	長期目標（中期・短期）

	（長　期）仕事を続けながら経済基盤の安定化を図り、家族で生活していきたい。

	これまでの経過（前回評価日20年11月24日）

	【前回の問題点】

1 生活基盤調整

本人・長女を医療機関へ繋げる為にも世帯での生活保護申請を検討していたものの、結局借金の出所と自己破産手続きの処理について明確な情報が本人や機関から得られずにいた。生活困窮状態と長女の病状悪化が顕著であったことからも早急な対応が必要となり、長女のみ世帯分離し、生活保護申請と同時に入院治療できるよう環境調整を行う。当初、本人は世帯での受給を強く希望していたものの、借金状況の開示を拒んでいたこと、長女の早急な入院治療の必要性の説明を受け説得されたことにより、世帯分離を希望し12/18の入院当日、本人が代理手続きをし長女のみ生活保護受給となった。その後も、本人の生活保護受給に向けて、借金と自己破産手続きの処理を明確化するため野中法律事務所へ青明舎側から問い合わせを行っていたものの、法律事務所からの連絡も入らず、また本人も長女の入院後自宅を空けることが多くなり、音信不通となったため、支援は一時中断している。

2 本人・長女の受診と治療

本人の希望により、長女から先に入院治療へと繋げたいとの希望と、長女の治療への同意が得られた事からも12/18湊病院任意入院となっている。病名は統合失調症・精神遅滞で、主治医からの勧めにより愛護手帳申請している。また、2/19知能検査予定。本人は未だ病院受診は行っておらず、飲酒を続けている。

【現在の生活状況】

現在、本人はマツナガカズオ様宅で同棲生活を送っている。以前、長女の入院期日の見通しが立った頃から家に戻らずに朝帰りする機会が増えていたが、長女の入院後は男性宅へ滞在する日が徐々に増え、現在は週１回程度の短時間（郵便物の確認程度）しか自宅へは戻らないとのこと。男性は母様と二人暮らしで統合失調症を罹患しており、日赤病院通院中。無職で障害基礎年金２級を受給しており、母様の給料と合わせて生活を送っている様子。本人も男性宅で寝泊まりし、生活を送っている。これまで音信不通であった夫と偶然出会したことからも、離婚手続きについて具体的な話しを進め、1/29に市役所で待ち合わせ手続きを行う予定であったものの、本人が約束を守れず先延ばしとなっていた。その後も夫から本人の働くスーパーへ電話連絡し市役所へ行くよう催促していた様子。青明舎側も長女の入院後、本人宅へ訪問を繰り返していたが、本人に会えることなく経過していた。その為、湊病院と連携を図り、本人が長女の面会に来る日等情報交換しながら2/6本人と面談を行う。

毛皮のコートを羽織り、バックや衣類も新品のものを購入したようで身なりに変化有り。長女への差し入れも男性宅にあった菓子類やジュースを大量に持ち込んでいる。以前と比べ金銭に対する不安の訴えは全く聞かれず、酒臭も軽減されている。現在、男性の母親とも同居しているため、飲酒や喫煙は控えるようにしているとのこと（自己申告では毎日500ml缶のビール１本で済ませていると話す）これまで金銭に対する不安や寂しさによる不眠から大量飲酒をするようになり依存的となっていたとのことで、長女が入院してからも寂しさがあり１人で過ごせず男性宅に居座るようになったと話す。

不眠傾向は変わらず、男性の処方薬をもらって飲んでいるとのことで危険行為であることを説明し今後行わないよう注意・指導を行っている。しかし、本人は就床前薬服用することで睡眠が安定し胸のドキドキ感もなくなり楽になると話す為、受診を促している。以前よりは受診に対する拒否は見られなくなったものの、国民健康保険税未納であることを気に掛け受診を悩んでいる。現在本人が困っている症状としては不安・不眠・幻聴とのこと。幻聴については一昨年頃からあり、長女・（元）夫のすすり泣く声が聞こえるとのことだが、アルコール依存が原因で生じるものかは不明。長女の主治医へも既に本人は症状については相談済みであるが、まずはアルコールから改善するよう医師からは指導を受けている。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	受診援助

· 不眠

· 幻聴

· 不安
	· 以前と比べ受診に対する拒否はさほど見られなくなっていること、同棲相手も障害者であり定期通院を行っている事から、受診の必要性について繰り返し説明し受診を促す。

· 本人の受診に対する不安を明確にし、生じた問題（例：通院費や国民健康保険税未納による通院費１０割負担等）については、再度改めて生活保護受給の検討を行う。（本人は現時点での生活保護受給や金銭に対する不安は以前ほどなく、身なりからも困窮している様子は窺えない。）

· 受診時には医療機関へ情報提供し連携を図る。

· 本人とは電話連絡が取れない為、生活状況の把握は湊病院に本人が面会に現れた際に行うよう、病院PSWから協力を得ながら日程調整を行う。

· 常々、各関係機関とは情報共有しながら本人の生活状況について把握し、問題が生じた場合にすぐに介入出来るよう連携して支援を行う。
	4ヶ月






母：助川節子











姉：種田鶴子








長女：庭田真由美





父：助川幸雄











交際相手：マツナガカズオ








弟：助川隼人





（元）夫：庭田勉





妹：中下田鶴子











